
特に水鳥の生息地として

国際的に重要な

湿地に関する条約

…湿地は森、川、里、海をつなぐ

26 July 2019



Ramsar Convention

Contracting Parties (CPs):170
Ramsar Sites: 2,354

coverage: 2,525,378 km2

as of 25 July 2019

Kazakhstan (2,724,900km2,1.8％；the 9th largest)
>Algeria (2,381,741km2,1.6%; the 10th largest)



ラムサールCOPs
COP1 カリアリー会議(1980) イタリア
2 ﾌﾛｰﾆﾝﾍﾝ会議(1984) オランダ
3  レジャイナ会議(1987) カナダ
4 モントルー会議(1990) スイス
5 釧路会議(1993)
6 ブリスベン会議(1996) オーストラリア
7 サンホセ会議(1999) コスタリカ
8 バレンシア会議(2002) スペイン
9 カンパラ会議(2005) ウガンダ
10 昌原会議(2008) 韓国
11 ブカレスト会議(2012) ルーマニア
12 プンタ・デル・エステ会議(2015) ウルグアイ
13 ドバイ会議（2018） アラブ首長国連邦
14 武漢会議（2021） 中国（湖北省）
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釧路会議以降のラムサール条約の歴史

COP5以降のワイズユース

COP6： 湿地の経済価値→ 評価手法
CEPA

COP7: 住民参加

COP8： “水と湿地”・湿地再生・管理計画策定(Rev.)

COP9： ワイズユース新定義 付属書×8

COP10 生態学的特徴
COP11 ツーリズム＆リクリエーション

COP12 湿地とDRR



COP13（ドバイ）サイドイベントのひとつ：
北朝鮮の条約湿地



中国黒竜江省 Zhalong Nature Reserve



（第1条．湿地の定義）
第2条. 登録湿地/条約湿地
第3条. ワイズユース
→登録湿地を含む国内すべて
の湿地が対象

第4条. 保護区と研修（training）
第5条. 国際協力

ラムサール条約
-条文に基づく加盟国の義務



2012 5月 「リオ+20」 グリーン経済

↑
2002 「（持続的開発のための）地球サミット」

ヨハネスブルグ（南アフリカ）

↑
1992 「地球サミット」

リオ・デ・ジャネイロ（ブラジル）

●生物多様性条約

●気候変動枠組み条約

↑
1972 国連人間環境会議

ストックホルム（スウェーデン）

2012 7月 COP11

2002 11月 COP8

1993 COP5

1971 ラムサール条約採択
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釧路会議 (1993)の成果
1.   『釧路声明』
2. アジア地域における条約の促進
3. 賢明な利用（ワイズユース）
4. 普及啓発・環境教育・研修 (Capacity building)

⇒情報交換、能力構築、教育、参加、啓発

（CEPA：Communication, Capacity building, Education, 
Participation and Awareness)

5. 干潟保全
6. 管理計画策定の釧路ガイドライン

（Kushiro Guidelines on mgmt planning)



ラムサール釧路会議
についての記事
“ネイチャー”

1993年6月



Wise use components:

1. Wetland values

2. participation



ワイズユース追加手引き（1993）

国家湿地政策 （National Wetland Policy）
湿地とその価値に関する知識の普及

個別管理計画 (釧路ガイドライン）



ワイズユースの要素（1993）

1) 社会経済的配慮
2) 住民参加
3) パートナーシップ（協働）
4) 制度上の整備
5) 沿岸域／集水域全体での配慮
6) 予防原則の適用



ワイズユース事例分析

トンプソン湖集水域
米国サウスダコタ州 ポットホール湿地 農地転換 湿地再生事業 予防原則の適用

コルコタ湿地
人口集中域の
湿地

開発圧力 湿地の浄化作
用の評価

社会経済的配慮

ワッデン海
干潟・浅海域を
含む沿岸湿地

開発と汚染 三ヶ国による
共同管理

沿岸域での配慮

ホートバギィNP 草原＋湿原 放牧の影響
中央政府と
地方政府の協力 パートナーシップ

メコンデルタ 沿岸湿地
メラルーカ林の
破壊 共同植林事業 パートナーシップ

シェルペ湿地、
コスタリカ マングローブ林 無秩序な伐採

法的基盤をもつ
森林組合の設置 制度上の整備

チョウィラ、
オーストラリア 氾濫原

塩害、開発、
外来生物

総合的管理計画
の策定 住民参加


